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一
、
問
題
の
所
在

　
『
新
古
今
集
』
に
は
七
五
首
の
万
葉
歌
（『
万
葉
集
』
に
あ
る
歌
、
及
び
『
万

葉
集
』
に
な
い
が
、『
新
古
今
集
』
に
は
万
葉
時
代
の
作
者
の
作
と
す
る
歌
を

合
わ
せ
て
）
が
あ
る
。
そ
の
中
、
作
者
が
人
麿
と
さ
れ
る
歌
が
最
も
多
く
、
二

三
首
が
あ
る
。
隠
岐
本
『
新
古
今
集
』
で
も
人
麻
呂
の
歌
を
一
首
も
切
り
出
す

こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
麿
歌
を
尊
重
す
る
態
度
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

二
三
首
の
人
麿
歌
に
は
、『
万
葉
集
』
に
あ
る
歌
は
二
〇
首
あ
る
が
、
一
四
首

は
読
人
不
知
で
、
一
首
は
抜
気
大
首
歌
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、『
新

古
今
集
』
に
あ
る
人
麿
歌
は
『
万
葉
集
』
以
外
の
歌
集
か
ら
採
録
し
た
可
能
性

が
高
い
。
そ
こ
で
、
平
安
時
代
成
立
の
『
人
麿
集
』
が
注
目
を
集
め
る
。『
新

古
今
集
』
全
二
三
首
の
人
麿
歌
の
う
ち
一
九
首
が
『
人
麿
集
』
に
見
え
る
。
特

に
左
は
、
あ
る
系
統
の
『
人
麿
集
』
と
『
新
古
今
集
』
の
編
纂
と
の
関
連
性
を

裏
付
け
ら
れ
る
。

あ
し
が
も
の
さ
わ
ぐ
入
江
の
み
づ
の
え
の
よ
に
す
み
が
た
き
我
が
身
な
り

け
り

 

（『
新
古
今
集
』・
巻
一
八
・
雑
歌
下
・
一
七
〇
七
）

　

こ
の
歌
は
人
麿
歌
と
し
て
『
新
古
今
集
』
に
収
録
さ
れ
た
が
、『
万
葉
集
』

に
は
見
ら
れ
ず
、
藤
原
輔
相
の
作
と
考
え
ら
れ
る
国
名
隠
題
歌
群
が
混
入
し
た

『
人
麿
集
』
に
見
え
る
。
島
田
良
二
）
1
（

に
よ
れ
ば
、
当
該
歌
の
よ
う
な
藤
原
輔
相

の
国
名
隠
題
歌
）
2
（

を
増
補
し
た
『
人
麿
集
』
が
複
数
系
統
存
在
し
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
、『
新
古
今
集
』
が
国
名
隠
題
歌
群
を
有
す
る
系
統
の
『
人
麿
集
』
の

い
ず
れ
か
を
資
料
と
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
、『
新
古

今
集
』
に
あ
る
人
麿
歌
の
出
典
、
特
に
国
名
隠
題
歌
群
の
あ
る
『
人
麿
集
』
を

確
認
し
、『
新
古
今
集
』
が
利
用
し
た
『
人
麿
集
』
の
系
統
を
確
認
し
た
い
。

二
、『
人
麿
集
』
伝
本
の
系
統
に
つ
い
て

　

そ
も
そ
も
『
人
麿
集
』
は
何
種
の
系
統
が
あ
り
、
国
名
隠
題
歌
は
ど
ん
な
系

『
新
古
今
集
』
人
麿
歌
の
出
典
に
つ
い
て

喬
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統
に
存
在
し
て
い
る
の
か
。
現
存
の
『
人
麿
集
』
諸
本
は
、「
人
丸
集
」・「
柿

本
人
麿
集
」・「
柿
本
集
」・「
柿
本
家
集
」
な
ど
の
書
名
を
持
つ
。
歌
数
の
多
少

や
本
文
の
性
格
等
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
を
い
く
つ
か
の
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
『
人
麿
集
』
諸
本
の
関
係
は
諸
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
）
3
（

。
本
稿
で
は
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
の
「
人
麿
集
」（
藤
田
洋
治
）
4
（

）
の
分
類

に
基
づ
い
て
、『
人
麿
集
』
諸
本
の
特
徴
を
ま
と
め
て
紹
介
し
た
い
。

　
『
人
麿
集
』
は
平
安
期
に
編
纂
さ
れ
た
歌
集
で
、
伝
本
は
、
大
き
く
五
類
型
、

七
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
類
本
は
三
系
統
に
分
類
が
で
き
る
。
第
一
類
本

（
１

）
は
、
上
下
二
巻
か
ら
な
る
。
上
巻
は
最
も
早
く
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ

る
歌
群
で
六
三
首
、
さ
ら
に
下
巻
と
し
て
一
七
八
首
が
付
加
さ
れ
、
全
二
四
一

首
。
第
一
類
本
（
２

）（
２

）
は
、（
１

）
の
本
文
に
、
国
名
隠
題
歌
を
付
加
し

た
形
態
で
、
歌
数
は
伝
本
に
よ
っ
て
多
少
の
差
異
が
あ
る
が
ほ
ぼ
三
〇
〇
首
。

第
一
類
本
（
３

）
は
、
歌
数
は
一
八
〇
首
。
第
二
、
三
系
統
の
収
録
和
歌
は
、『
古

今
和
歌
六
帖
』
や
『
拾
遺
集
』
の
和
歌
を
中
心
と
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

第
二
類
本
は
第
一
類
本
（
２

）
に
、
万
葉
歌
を
補
充
し
た
も
の
で
、
歌
数
は
六

四
四
首
。
和
歌
を
部
類
別
に
収
録
し
、「
国
名
隠
題
歌
」
を
巻
末
に
置
く
。
第

三
類
本
は
、
国
名
隠
題
歌
「
伊
賀
」
一
首
を
採
っ
て
い
る
。
七
六
六
首
。
第
一
・

第
二
類
本
を
参
考
に
し
て
、
万
葉
歌
を
さ
ら
に
補
充
し
、
第
二
類
本
と
同
様
、

部
類
別
に
集
成
し
た
も
の
。
第
四
類
本
は
、
二
九
六
首
。
収
録
和
歌
か
ら
み
れ

ば
、
第
一
類
本
に
近
い
関
係
に
あ
る
が
、
収
録
和
歌
や
配
列
、
和
歌
本
文
に
相

違
が
見
ら
れ
る
。
第
五
類
本
は
、
一
四
五
首
。「
国
名
隠
題
歌
」
を
も
含
む
そ

の
所
収
歌
の
殆
ど
は
、
第
一
類
本
の
（
２

）
と
、
歌
序
を
甚
だ
し
く
異
に
し
て

重
な
る
が
、
上
句
あ
る
い
は
下
句
の
み
一
致
す
る
歌
を
除
い
て
、
全
く
第
一
類

本
に
見
ら
れ
な
い
歌
も
数
首
含
む
。

　

そ
の
系
統
は
図
一
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
『
人
麿
集
』
諸
本
の
中
、
国
名
隠
題
群
を
混
入
さ
れ
た
の
は
第
一
類

本
（
２

）、
第
二
類
本
、
第
三
類
本
、
第
五
類
本
で
あ
る
が
。
第
三
類
本
の
国

名
隠
題
歌
は
一
首
で
、
成
立
も
『
新
古
今
集
』
以
降
に
な
る
。
第
五
類
本
に
『
新

古
今
集
』
人
麿
歌
は
二
首
あ
り
、『
新
古
今
集
』
の
本
文
と
一
致
し
な
い
。
一

方
で
、
第
一
類
本
（
２

）、
二
類
本
の
成
立
に
つ
い
て
、
島
田
）
5
（

は
、
と
も
に
『
拾

遺
集
』
時
代
ま
で
に
で
き
て
い
た
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
山
崎
節
子
）
6
（

は
、
二
類

本
『
人
麿
集
』
の
本
文
を
『
万
葉
集
』
な
ど
に
存
す
る
共
通
歌
と
比
較
し
、「
Ⅱ

類
本
人
麿
集
の
編
者
は
人
麿
の
家
集
を
作
る
べ
く
、
既
に
あ
っ
た
Ⅰ
類
本
人
麿

集
、『
万
葉
集
』
の
訓
読
歌
集
、『
拾
遺
集
』
な
ど
の
資
料
を
集
め
、
勅
撰
集
に

真
似
た
部
立
に
従
っ
て
そ
の
歌
を
配
列
し
た
」
と
指
摘
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
稿
は
『
新
古
今
集
』
編
纂
の
過
程
で
参
考
さ
れ
た
『
人
麿
集
』

の
系
統
を
実
証
的
に
確
か
め
る
こ
と
を
中
心
と
す
る
が
、『
新
古
今
集
』
は
新

編
国
歌
大
観
（
底
本
は
谷
山
茂
氏
蔵
本
）
7
（

）
に
よ
る
以
外
に
、
烏
丸
本
・
柳
瀬
本
・

隠
岐
本
・
為
相
本
・
八
代
集
抄
本
『
新
古
今
集
』
の
本
文
異
同
も
確
認
し
た
）
8
（

。

そ
の
結
果
、『
新
古
今
集
』
諸
本
に
あ
る
人
麿
の
作
と
さ
れ
る
歌
で
は
、
四
六

四
番
歌
の
一
首
だ
け
に
異
同
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
四
六
四
番
歌
の
分

析
で
『
新
古
今
集
』
諸
本
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
る
。
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三
、
本
文
の
異
同

　
『
新
古
今
集
』
人
麿
歌
に
つ
い
て
、
風
巻
景
次
郎
）
9
（

は
全

二
三
首
の
他
出
を
確
認
し
て
、
そ
の
中
一
一
首
は
第
一
類

本
の
（
２

）
中
の
『
人
麿
集
』
に
見
え
る
か
ら
、
第
一
類

本
の
（
２

）
に
よ
っ
て
人
麿
作
と
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。

風
巻
は
八
首
の
歌
を
取
り
上
げ
て
本
文
対
照
を
行
い
、
第

一
類
本
の
（
２

）
中
の
『
人
麿
集
』
が
『
万
葉
集
』
と
と

も
に
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
同
等
の
資
格
で

認
め
ら
れ
て
い
た
と
推
測
し
、『
人
麿
集
』
第
一
類
本
の

（
２

）
本
文
の
重
要
性
を
示
し
た
。
し
か
し
、
本
文
対
照

の
部
分
に
は
、
そ
れ
以
外
の
系
統
は
論
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

他
系
統
と
の
本
文
対
照
も
行
っ
て
い
な
い
。
後
藤
利
雄
）
10
（

は
、

『
人
麿
集
』
第
三
類
本
の
状
況
を
中
心
と
し
て
論
を
展
開

し
、
勅
撰
集
に
あ
る
人
麿
歌
と
異
本
『
柿
本
人
麿
集
』（
第

三
類
本
と
同
じ
系
統
）
と
の
関
係
も
触
れ
た
。
ま
た
、
後

藤
）
11
（

は
『
新
古
今
集
』
に
あ
る
二
三
首
の
人
麿
歌
が
第
一
類

本
（
２

）、
第
二
類
本
、
第
三
類
本
に
あ
る
か
ど
う
か
を

考
察
し
、
そ
の
歌
番
号
を
あ
げ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
第

二
類
本
の
『
人
麿
集
』
は
そ
の
供
給
源
の
一
部
で
あ
り
、

第
一
類
本
（
２

）
の
方
は
定
家
の
言
う
三
十
六
人
集
の
中

第一類本

第二類本

第四類本

（１）

（２）

群書類従本の系統である。第一類本に、万葉歌を補充、六四四首。和歌を部

類別に収録し、国名隠題歌を巻末に置く。

（３）

時雨亭文庫素寂本「柿本人麿集」（『新編私家集大成』人麿Ⅲの底本。第一・

第二類本を参考にし、万葉歌をさらに補充。第二類本と同様、部類別に集成

したもの。国名隠題歌「伊賀」一首を採っている。七六六首。

時雨亭文庫定家様本「人丸集」（『新編私家集大成』人麿Ⅳの底本）。収録

和歌からみれば、第一類本に近い関係にあるが、収録和歌や配列、和歌本文

に相違が見られる。二九六首。

書陵部蔵本（五一一・二、『新編私家集大成』人麿Ⅰの底本）。上

下二巻。上巻の成立は最も早く、六三首。下巻は上巻に一七八首が

付加、全二四一首。

冷泉家時雨亭文庫枡形本「柿本家集」系統。一八〇首。

書陵部蔵本（五〇六・八、『新編国歌大観３』の底本）などの流布

本系統。第一系統の本文に、国名隠題歌を付加、三〇〇首。

第五類本
大東急記念文庫「人丸集」。国名隠題歌を含むその所収歌の殆どは、第一類

本（２）と、歌序を甚だしく異にして重なるが、上句あるいは下句のみ一致

する歌を除いて、全く第一類本に見られない歌も数首含む。一四五首。

第三類本

図一
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の
上
手
の
歌
よ
み
の
書
の
中
に
入
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
当
然
主
た
る
供
給
源

を
成
す
も
の
で
あ
る
と
推
測
し
た
。『
人
麿
集
』
第
一
類
本
（
２

）・
第
二
類
本

と
『
新
古
今
集
』
の
関
係
を
提
示
し
た
点
は
重
要
な
指
摘
だ
と
言
え
よ
う
。
た

だ
し
、
後
藤
の
論
文
に
は
二
三
首
の
人
麿
歌
の
出
典
を
示
す
だ
け
で
、
二
三
首

全
体
に
つ
い
て
細
か
な
本
文
分
析
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
島
田
良
二
）
12
（

は
、

『
新
古
今
集
』
の
二
三
首
の
人
麿
歌
の
中
に
、
第
二
類
本
に
は
一
九
首
、
第
一

類
本
（
２

）
に
は
一
七
首
が
見
え
、
そ
の
一
七
首
は
す
べ
て
第
二
類
本
に
含
ま

れ
る
と
指
摘
し
た
。
第
二
類
本
と
『
新
古
今
集
』
本
文
の
比
較
は
行
わ
な
か
っ

た
が
、
正
し
い
示
唆
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、『
人
麿
集
』
第
二
類
本
と
『
新
古

今
集
』
の
関
連
性
を
認
め
る
も
の
は
あ
る
が
、
島
田
良
二
の
論
を
除
き
、
多
く

は
『
人
麿
集
』
第
一
類
本
（
２

）
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
も
ち
ろ
ん
第
一
類

本
（
２

）
は
重
要
で
あ
る
が
、
本
論
文
の
第
二
節
に
言
及
し
た
『
人
麿
集
』
第

一
類
本
（
２

）、
第
二
類
本
以
外
の
五
種
伝
本
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。

特
に
第
五
類
本
は
国
名
隠
題
歌
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
を
含
め
た
分
析
は
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
。
表
一
は
、『
新
古
今
集
』
人
麿
歌
の
本
文
・『
人

麿
集
』
七
種
の
本
文
・『
万
葉
集
』
へ
の
入
集
状
況
等
を
一
覧
に
し
た
も
の
で

あ
る
。

注
１

：『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
は
旧
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。

注
２

：『
新
古
今
集
』
の
歌
番
号
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。

注
３

：
デ
ー
タ
を
取
る
に
あ
た
っ
て
用
い
た
『
人
麿
集
』
諸
本
の
本
文
は
以
下
の
通
り
。

　

第
一
類
本

　

（
１

）：
新
編
私
家
集
大
成·

人
麿
Ⅰ
（
宮
內
庁
書
陵
部
藏
本
〈
五
一
一
・
二
〉）

　

（
２

）：
新
編
国
歌
大
観
３

・
人
丸
集
（
宮
內
庁
書
陵
部
藏
本
〈
五
〇
六
・
八
〉）

　

（
３

）： 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
詞
林
采
葉
抄
・
柿
本
家
集
〈
枡
形
本
〉』（
歌
番
号
〈
ア

ラ
ビ
ア
数
字
〉
が
な
い
た
め
、
影
印
の
ペ
ー
ジ
を
記
す
）

　

第
二
類
本
：
新
編
私
家
集
大
成·

人
麿
Ⅱ
（
宮
內
庁
書
陵
部
藏
本
〈
五
〇
一
・
四
七
〉）

　

第
三
類
本
： 

新
編
私
家
集
大
成·

人
麿
Ⅲ
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
素
寂
本
私
家
集
・
柿

本
人
麿
集
』）

　

第
四
類
本
：
新
編
私
家
集
大
成·

人
麿
Ⅳ
（
時
雨
亭
文
庫
定
家
様
本
〈
人
丸
集
〉）

　

第
五
類
本
：
大
東
急
記
念
文
庫
『
人
丸
集
』

注
４

： 

歌
番
号
の
右
に
付
く
丸
は
該
当
歌
が
『
新
古
今
集
』
の
本
文
と
一
致
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

　

表
一
に
示
し
た
通
り
、『
万
葉
集
』
で
も
人
麿
作
と
さ
れ
る
歌
は
五
首
存
在

す
る
（
⑫
⑬
⑭
⑲
㉑
）。
そ
う
す
る
と
、『
万
葉
集
』
か
ら
採
録
し
た
可
能
性
の

あ
る
歌
は
そ
の
五
首
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、『
人
麿
集
』
に
あ
る
歌
は
一
九
首
で
、

①
④
⑨
⑱
は
ど
の
『
人
麿
集
』
に
も
な
い
。
⑨
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
本
文
と

一
致
す
る
た
め
、
お
そ
ら
く
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
採
録
し
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
ほ
か
三
首
の
典
拠
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。
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表
一

新
古
今
集

巻
数
・
部
立
・
番
号

第
一
類
本

第
二
類
本

第
三
類
本

第
四
類
本

第
五
類
本

万
葉
集
巻
数
・
番
号
・
部
立

作
者
表
記

（
1）

（
2）

（
3）

人
麿

そ
の
他

①
巻
三
・
夏
・
190

②
巻
四
・
秋
上
・
333

149
146

三
二
オ

（
＊
二
八
オ
）

〇
301

153
巻
十
・
2252・

秋
相
聞

読
人
不
知

③
巻
四
・
秋
上
・
346

218
〇
154

〇
三
三
ウ

（
＊
二
九
ウ
）

〇
351

〇
174

巻
十
・
2277・

秋
相
聞

読
人
不
知

④
巻
五
・
秋
下
・
458

⑤
巻
五
・
秋
下
・
459

130
〇
二
八
ウ

（
＊
二
四
ウ
）

〇
168

巻
十
・
2220・

秋
雑
歌

読
人
不
知

⑥
巻
五
・
秋
下
・
464

127
126

二
七
ウ

（
＊
二
三
ウ
）

104
9

巻
十
・
2186・

秋
雑
歌

読
人
不
知

⑦
巻
五
・
秋
下
・
497

110
409

巻
十
・
2134・

秋
雑
歌

読
人
不
知

⑧
巻
五
・
秋
下
・
498

108
108

三
オ

（
＊
五
三
オ
）

〇
408

巻
十
・
2128・

秋
雑
歌

読
人
不
知

⑨
巻
五
・
秋
下
・
541

巻
十
・
2210・

秋
雑
歌

読
人
不
知

⑩
巻
六
・
冬
・
582

〇
131

181
四
〇
ウ

（
＊
三
六
ウ
）

〇
161

巻
十
・
2196・

秋
雑
歌

読
人
不
知

⑪
巻
六
・
冬
・
657

163
〇
234

〇
171

205
巻
十
・
2331・

冬
雑
歌

読
人
不
知

⑫
巻
八
・
哀
傷
・
849

45
45

一
二
オ

（
＊
四
二
オ
）

265
628

巻
二
・
200・

挽
歌

〇

⑬
巻
十
・
羇
旅
・
899

55
55

一
四
オ

（
＊
四
四
オ
）

〇
229

611
巻
三
・
255・

雑
歌

〇

⑭
巻
十
・
羇
旅
・
900

39
39

一
〇
ウ

216
649

巻
二
・
133・

相
聞

〇
⑮
巻
十
一
・
恋
一
・
992

15
15

四
ウ

〇
297

152
巻
十
一
・
2649・

寄
物
陳
思

読
人
不
知

⑯
巻
十
一
・
恋
一
・
993

382
286

90
巻
九
・
1768・

相
聞

抜
気
大
首

⑰
巻
十
一
・
恋
一
・
1050

〇
311

巻
十
二
・
3048・

寄
物
陳
思

読
人
不
知

⑱
巻
十
三
・
恋
三
・
1208

巻
十
三
・
3282・

相
聞

読
人
不
知

⑲
巻
十
五
・
恋
五
・
1374

7
7

二
ウ

〇
343

449
巻
四
・
502・

相
聞

〇
⑳
巻
十
五
・
恋
五
・
1375

72
73

〇
342

513
293

巻
十
・
1994・

夏
相
聞

読
人
不
知

㉑
巻
十
七
・
雑
中
・
1650

21
21

六
オ

〇
214

206
巻
三
・
264・

雑
歌

〇

㉒
巻
十
七
・
雑
中
・
1688

154
151

三
三
オ

（
＊
二
九
オ
）

511
461

巻
十
・
2294・

秋
相
聞

読
人
不
知

㉓
巻
十
六
・
雑
下
・
1707

240
〇
582

85
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四
、『
新
古
今
集
』
の
人
麿
歌
と
『
人
麿
集
』
諸
本

　

本
節
は
、『
万
葉
集
』
で
は
作
者
不
詳
と
さ
れ
る
が
、『
新
古
今
集
』
の
中
で

人
麿
歌
と
し
て
採
録
さ
れ
た
一
四
首
を
イ
か
ら
ニ
に
分
け
て
そ
の
本
文
を
比
較

し
て
分
析
す
る
。

イ
、
複
数
の
系
統
の
本
文
と
一
致
す
る
も
の

　
『
新
古
今
集
』
の
本
文
が
第
二
類
本
を
含
む
複
数
の
伝
本
と
一
致
す
る
歌
は

五
首
が
あ
る
。

③
さ
を
し
か
の
い
る
の
の
薄
は
つ
を
ば
な
い
つ
し
か
い
も
が
た
ま
く
ら
に
せ
ん

撰
者
注
記
：
雅
、
通 

（
巻
四
・
秋
歌
上
・
三
四
六
）

さ
を
し
か
の
い
る
の
の
す
す
き
は
つ
を
は
な
い
つ
し
か
い
も
か
た
ま
く
ら
に

せ
ん

（
第
一
類
本
（
２

）・
一
五
四/

第
一
類
本
（
３

）・

 

三
三
ウ
〈
＊
二
九
ウ
〉/

第
二
類
本
・
三
五
一
・
第
三
類
本
・
一
七
四
）

小
男
鹿
の
い
る
の
ゝ
す
ゝ
き
は
つ
を
は
な
い
つ
し
か
妹
か
手
枕
を
せ
ん

 

（
第
一
類
本
（
１

）・
二
一
八
）

⑤
さ
を
し
か
の
妻
ど
ふ
山
の
を
か
べ
な
る
わ
さ
だ
は
か
ら
じ
霜
は
お
く
と
も

撰
者
注
記
：
雅
、
定
、
隆 

（
巻
五
・
秋
歌
下
・
四
五
九
）

さ
を
し
か
の
つ
ま
と
ふ
や
ま
の
を
か
へ
な
る
わ
さ
た
は
か
ら
し
し
も
は
を
く

と
も 

（
第
一
類
本
（
３

）・
二
八
ウ
〈
＊
二
四
ウ
〉/

第
二
類
本
・
一
六
八
）

さ
を
し
か
の
つ
ま
よ
ぶ
山
の
を
か
べ
な
る
わ
さ
田
は
か
ら
ず
霜
は
ふ
れ
ど
も

 

（
第
一
類
本
（
２

）・
一
三
〇
）

⑧
秋
風
に
山
と
び
こ
ゆ
る
か
り
が
ね
の
い
や
と
ほ
ざ
か
り
雲
が
く
れ
つ
つ

撰
者
注
記
：
雅
、
定
、
隆
、
通 

（
巻
五
・
秋
歌
下
・
四
九
八
）

あ
き
か
せ
に
や
ま
と
ひ
こ
ゆ
る
か
り
か
ね
の
い
や
と
を
さ
か
り
く
も
か
く
れ

つ
ゝ 

（
第
一
類
本
（
１

）・
一
〇
八/

第
二
類
本
・
四
〇
八
）

あ
き
風
に
山
と
び
こ
ゆ
る
か
り
が
ね
の
い
や
と
ほ
ざ
か
る
雲
が
く
れ
つ
つ

 

（
第
一
類
本
（
２

）・
一
〇
八
）

あ
き
か
せ
に
み
ね
と
ひ
こ
ゆ
る
か
り
か
ね
の
い
や
と
を
さ
か
り
く
も
か
く
れ

つ
つ 

（
第
一
類
本
（
３

）・
三
オ
〈
＊
五
三
オ
〉）

⑩ 

し
ぐ
れ
の
雨
ま
な
く
し
ふ
れ
ば
ま
き
の
葉
も
あ
ら
そ
ひ
か
ね
て
色
づ
き
に
け

り
撰
者
注
記
：
雅
、
定 

（
巻
六
・
冬
・
五
八
二
）

し
く
れ
の
あ
め
ま
な
く
し
ふ
れ
は
ま
き
の
は
も
あ
ら
そ
ひ
か
ね
て
い
ろ
つ
き

に
け
り 

（
第
一
類
本
（
１

）・
一
三
一/

第
二
類
本
・
一
六
一
）

し
ぐ
れ
の
み
め
に
は
ふ
れ
れ
ば
槙
の
は
も
あ
ら
そ
ひ
か
ね
て
紅
葉
し
に
け
り

 

（
第
一
類
本
（
２

）・
一
八
一
）

し
く
れ
の
あ
め
ま
な
く
し
ふ
れ
は
ま
き
の
は
も
あ
ら
そ
ひ
か
ね
て
う
つ
ろ
ひ

に
け
り 

（
第
一
類
（
３

）・
四
〇
ウ
〈
＊
三
六
ウ
〉）

⑪
や
た
の
の
に
あ
さ
ぢ
色
づ
く
あ
ら
ち
山
み
ね
の
あ
は
雪
さ
む
く
ぞ
有
る
ら
し

撰
者
注
記
：
雅
、
定 

（
巻
六
・
冬
・
六
五
七
）

矢
田
の
野
に
あ
さ
ち
色
つ
く
あ
ら
ち
や
ま
み
ね
の
あ
は
ゆ
き
さ
む
く
そ
あ
る
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ら
し 

（
第
一
類
本
（
２

）・
二
三
四/

第
二
類
本
・
一
七
一
）

や
た
の
ゝ
の
あ
さ
ち
色
つ
く
あ
ら
ち
山
み
ね
の
あ
は
雪
さ
む
く
そ
有
ら
し

 

（
第
一
類
本
（
１

）・
一
六
三
）

ヤ
タ
ノ
ヽ
ニ
ア
サ
チ
色
ツ
ク
ア
ラ
チ
□
□
ミ
ネ
ノ
ア
ハ
ユ
キ
サ
ム
ク
ソ
ア
ル

ラ
シ 

（
第
三
類
本
・
二
〇
五
）

　

③
の
第
三
類
本
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
る
が
、
本
文
の
内
容
は
第
一
類
本

（
３

）、
第
一
類
本
（
２

）、
第
二
類
本
と
同
様
、『
新
古
今
集
』
の
本
文
内
容
と

一
致
し
て
い
る
。
第
一
類
本
（
１

）
の
相
違
点
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
⑤

の
第
一
類
本
（
３

）・
第
二
類
本
は
『
新
古
今
集
』
の
本
文
と
一
致
す
る
。
⑧

の
第
一
類
本
（
１

）・
第
二
類
本
は
『
新
古
今
集
』
の
本
文
と
一
致
す
る
。
第

一
類
本
（
２

）
の
相
違
点
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
⑩
の
第
一
類
本
（
１

）・

第
二
類
本
は
『
新
古
今
集
』
の
本
文
と
一
致
す
る
。
⑪
の
第
一
類
本
（
２

）、

第
二
類
本
は
『
新
古
今
集
』
の
本
文
と
一
致
す
る
。
第
三
類
本
三
句
目
の
本
文

は
現
存
写
本
の
都
合
に
よ
っ
て
判
断
で
き
な
い
が
、
相
違
点
が
大
き
く
な
い
。

つ
ま
り
、
第
一
類
本
（
１

）・
第
一
類
本
（
２

）・
第
一
類
本
（
３

）・
第
三
類

本
の
本
文
は
そ
れ
ぞ
れ
一
首
か
二
首
の
『
新
古
今
集
』
本
文
と
一
致
す
る
が
、

第
二
類
本
の
本
文
は
す
べ
て
『
新
古
今
集
』
の
本
文
と
一
致
す
る
。

ロ
、
第
二
類
本
本
文
の
み
と
一
致
す
る
も
の

　
『
新
古
今
集
』
の
本
文
と
対
照
し
た
と
こ
ろ
、
本
文
が
完
全
に
一
致
す
る
伝

本
は
第
二
類
本
の
み
と
い
う
歌
が
五
首
見
ら
れ
る
。

②
あ
き
萩
の
さ
き
散
る
野
辺
の
夕
つ
ゆ
に
ぬ
れ
つ
つ
き
ま
せ
よ
は
ふ
け
ぬ
と
も

撰
者
注
記
：
ナ
シ 

（
巻
四
・
秋
歌
上
・
三
三
三
）

秋
は
き
の
さ
き
ち
る
野
へ
の
ゆ
ふ
つ
ゆ
に
ぬ
れ
つ
ゝ
き
ま
せ
夜
は
ふ
け
ぬ
と

も 

（
第
二
類
本
・
三
〇
一
）

秋
萩
の
さ
き
ち
る
野
へ
の
夕
露
に
ぬ
れ
て
き
ま
せ
よ
夜
は
更
ぬ
と
も

 

（
第
一
類
本
（
１

）・
一
四
九
）

あ
き
萩
の
さ
き
け
る
野
べ
の
夕
暮
に
ぬ
れ
つ
つ
き
ま
せ
夜
は
ふ
け
ぬ
と
も

 

（
第
一
類
本
（
２

）・
一
四
六
）

あ
き
は
き
の
さ
き
ち
る
の
へ
の
ゆ
ふ
き
り
に
ぬ
れ
て
を
ゆ
き
を
さ
よ
は
ふ
く

と
も 

（
第
一
類
本
（
３

）・
三
二
オ
〈
＊
二
八
オ
〉）

ア
キ
ハ
キ
ノ
サ
キ
タ
ル
ノ
ヘ
ノ
ユ
フ
ツ
ユ
ニ
ヌ
レ
ツ
ヽ
キ
マ
セ
ヨ
ハ
フ
ケ
ヌ

ト
モ 

（
第
三
類
本
・
一
五
三
）

⑮ 

あ
し
び
き
の
山
田
も
る
い
ほ
に
お
く
か
火
の
し
た
こ
が
れ
つ
つ
わ
が
こ
ふ
ら

く
は撰

者
注
記
：
定
、
隆 

（
巻
一
一
・
恋
一
・
九
九
二
）

あ
し
ひ
き
の
山
田
も
る
庵
に
を
く
か
ひ
の
下
こ
か
れ
つ
ゝ
わ
か
こ
ふ
ら
く
は

 

（
第
二
類
本
・
二
九
七
）

あ
し
曳
の
山
田
も
る
を
の
お
く
か
び
の
し
た
こ
が
れ
つ
つ
わ
が
こ
ふ
ら
く
は

 

（
第
一
類
本
（
２

）・
一
五
）

あ
し
ひ
き
の
山
田
も
る
を
の
お
け
る
火
の
下
か
く
れ
つ
ゝ
我
こ
ひ
を
ら
は

 

（
第
一
類
本
（
１

）・
一
五
）

あ
し
ひ
き
の
や
ま
た
も
る
お
の
を
く
か
ひ
の
し
た
こ
か
れ
の
み
わ
か
こ
ひ
を

ら
は 

（
第
一
類
本
（
３

）・〈
四
ウ
〉）
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あ
し
ひ
き
の
山
田
も
る
を
の
を
く
か
ひ
の
し
た
こ
か
れ
に
や
わ
か
こ
ひ
を
ら

む 

（
第
四
類
本
・
一
五
二
）

⑰ 
み
か
り
す
る
か
り
ば
の
を
の
の
な
ら
し
ば
の
な
れ
は
ま
さ
ら
で
こ
ひ
ぞ
ま
さ

れ
る撰

者
注
記
：
雅
、
定
、
隆 

（
巻
一
一
・
恋
一
・
一
〇
五
〇
）

み
か
り
す
る
か
り
は
の
を
の
ゝ
な
ら
し
は
の
な
れ
は
ま
さ
ら
て
こ
ひ
そ
ま
さ

れ
る 

（
第
二
類
本
・
三
一
一
）

⑳
な
つ
ぐ
さ
の
露
わ
け
衣
き
も
せ
ぬ
に
な
ど
わ
が
そ
で
の
か
わ
く
時
な
き

撰
者
注
記
：
雅
、
定 

（
巻
一
五
・
恋
五
・
一
三
七
五
）

夏
草
の
つ
ゆ
わ
け
こ
ろ
も
き
も
せ
ぬ
に
な
と
わ
か
袖
の
か
は
く
と
き
な
き

 
（
第
二
類
本
・
三
四
二
）

か
け
て
の
み
露
わ
け
衣
き
ぬ
も
の
を
な
と
わ
か
袖
の
か
は
く
時
な
き

 

（
第
一
類
本
（
１

）・
七
二
）

夏
草
の
露
わ
け
衣
き
ぬ
も
の
を
な
ど
か
わ
が
袖
の
か
わ
く
時
な
き

 

（
第
一
類
本
（
２

）・
七
三
）

ナ
ツ
ク
サ
ノ
ツ
ユ
ワ
ケ
コ
ロ
モ
キ
モ
セ
ヌ
ニ
ワ
カ
コ
ロ
モ
テ
ノ
ヒ
ル
ト
キ
モ

ナ
キ 

（
第
三
類
本
・
五
一
三
）

な
つ
く
さ
の
つ
ゆ
わ
け
こ
ろ
も
き
も
せ
ぬ
に
わ
か
こ
ろ
も
て
の
ひ
る
と
き
も

な
き 

（
第
四
類
本
・
二
九
三
）

㉓ 

あ
し
が
も
の
さ
わ
ぐ
入
江
の
み
づ
の
え
の
よ
に
す
み
が
た
き
我
が
身
な
り
け

り
撰
者
注
記
：
通 

（
巻
一
八
・
雑
歌
下
・
一
七
〇
七
）

あ
し
か
も
の
さ
は
く
入
江
の
み
つ
の
え
の
よ
に
す
み
か
た
き
わ
か
身
な
り
け

り 

（
第
二
類
本
・
五
八
二
）

つ
の
く
に

あ
し
が
も
の
さ
わ
ぐ
入
江
の
水
な
ら
で
よ
に
す
み
が
た
き
我
が
身
な
り
け
り

 

（
第
一
類
本
（
２

）・
二
四
〇/

第
五
類
本
・
八
五
）

　

②
の
第
一
類
本
（
１

）、
第
一
類
本
（
２

）、
第
一
類
本
（
３

）、
第
三
類
本

の
波
線
部
は
『
新
古
今
集
』
と
か
な
り
相
違
し
て
い
る
。
特
に
「
さ
き
ち
る
」

が
「
さ
き
け
る
」・「
さ
き
た
る
」
に
、「
夕
露
」
が
「
夕
暮
」・「
夕
霧
」
に
な
り
、

歌
意
も
大
き
く
異
な
る
。
⑮
の
二
句
目
に
つ
い
て
、
第
一
類
本
の
（
３

）、
第

四
類
本
は
と
も
に
「
山
田
も
る
庵
」
が
「
山
田
も
る
翁
」
に
な
り
、
歌
意
の
レ

ベ
ル
で
異
な
り
を
生
じ
て
い
る
。
そ
し
て
第
一
類
本
（
１

）、
第
四
類
本
は
下

句
が
異
な
る
。
⑰
は
第
二
類
本
『
人
麿
集
』
の
み
に
見
え
、
本
文
も
一
致
す
る
。

⑳
は
、
意
味
と
し
て
大
き
な
異
な
り
は
な
い
が
、
第
一
類
本
は
二
系
統
と
も
に

「
き
ぬ
も
の
を
」
と
『
新
古
今
集
』
の
「
き
も
せ
ぬ
に
」
と
異
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
第
三
類
本
、
第
四
類
本
は
下
句
が
異
な
る
。
㉓
は
国
名
隠
題
本
で
、
第

五
類
本
に
も
見
え
る
が
、
第
一
類
本
（
２

）
と
同
じ
よ
う
に
、
三
句
目
が
「
水

な
ら
で
」
と
あ
り
、『
新
古
今
集
』
本
文
と
異
な
る
。
対
し
て
第
二
類
本
系
『
人

麿
集
』
の
本
文
は
、『
新
古
今
集
』
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
国
名
隠
題
歌
を

増
補
し
た
『
人
麿
集
』
に
含
め
て
、
イ
、
ロ
で
分
析
し
て
き
た
一
〇
首
の
『
新

古
今
集
』
人
麿
歌
の
本
文
と
す
べ
て
一
致
す
る
の
が
二
類
本
『
人
麿
集
』
の
み

で
あ
る
。
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ハ
、
第
二
類
本
と
の
類
似
性
が
よ
り
強
い
と
思
わ
れ
る
も
の

⑦
か
き
ほ
な
る
荻
の
葉
そ
よ
ぎ
秋
風
の
吹
く
な
る
な
へ
に
雁
ぞ
鳴
く
な
る

撰
者
注
記
：
雅
、
定
、
隆 

（
巻
五
・
秋
歌
下
・
四
九
七
）

か
き
ほ
な
る
荻
の
は
さ
や
き
ふ
く
か
せ
の
ふ
く
な
る
な
へ
に
雁
そ
な
く
な
る

 

（
第
二
類
本
・
四
〇
九
）

か
き
ほ
な
る
萩
の
葉
さ
や
き
吹
風
の　

ふ
く
な
る
な
へ
に
か
り
鳴
わ
た
る

 

（
第
一
類
本
（
１

）・
一
一
〇
）

⑯
い
そ
の
神
ふ
る
の
わ
さ
田
の
ほ
に
は
い
で
ず
心
の
う
ち
に
こ
ひ
や
わ
た
ら
む

撰
者
注
記
：
定
、
隆 

（
巻
一
一
・
恋
一
・
九
九
三
）

磯
上
ふ
る
の
わ
さ
田
の
ほ
に
い
て
す
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
恋
や
わ
た
ら
む

 
（
第
二
類
本
・
三
八
二
）

イ
ソ
ノ
カ
ミ
フ
ル
ノ
ワ
サ
タ
ノ
ホ
ニ
ハ
イ
テ
ス
コ
ヽ
ロ
ノ
ウ
チ
ニ
コ
フ
ル
コ

ノ
コ
ロ 

（
第
三
類
本
・
二
八
六
）

い
そ
の
か
み
ふ
る
の
わ
さ
た
の
ほ
に
は
い
て
す
心
の
う
ち
に
こ
ふ
る
こ
の
こ

ろ 

（
第
四
類
本
・
九
〇
）

㉒
秋
さ
れ
ば
か
り
人
こ
ゆ
る
立
田
山
た
ち
て
も
ゐ
て
も
物
を
し
ぞ
お
も
ふ

撰
者
注
記
：
定
、
隆 

（
巻
一
七
・
雑
歌
中
・
一
六
八
八
）

あ
き
さ
れ
は
か
り
人
こ
ゆ
る
た
つ
た
や
ま
た
ち
て
も
ゐ
て
も
君
を
し
そ
お
も

ふ 

（
第
二
類
本
・
五
一
一
）

秋
さ
れ
は
か
り
飛
こ
ゆ
る
龍
田
山
た
ち
て
も
ゐ
て
も
君
を
し
そ
思

 

（
第
一
類
本
（
１

）・
一
五
四
）

秋
さ
れ
ば
か
り
と
び
こ
ゆ
る
た
つ
た
山
た
つ
と
ゐ
る
と
に
き
み
こ
そ
お
も
へ

 

（
第
一
類
本
（
２

）・
一
五
一
）

あ
き
さ
れ
は
か
り
と
ひ
こ
ゆ
る
た
つ
た
や
ま
た
つ
と
ゐ
る
と
に
き
み
を
こ
そ

お
も
へ 

（
第
一
類
本
（
３

）・
三
三
オ
〈
＊
二
九
オ
〉）

ア
キ
サ
レ
ハ
雁
カ
リ
コ
ユ
ル
タ
ツ
タ
山　

タ
チ
テ
モ
ヰ
テ
モ
君
ヲ
シ
ソ
思
フ

 

（
第
三
類
本
・
四
六
一
）

　

⑦
の
第
一
類
本
（
１

）
の
「
か
り
鳴
わ
た
る
」
と
「
雁
ぞ
鳴
く
な
る
」
と
は
、

大
き
な
違
い
と
は
言
え
な
い
が
、
一
首
全
体
で
比
べ
る
と
第
二
類
本
と
『
新
古

今
集
』
の
相
違
点
の
方
が
、
比
較
的
に
小
さ
い
。
⑯
の
末
句
は
『
新
古
今
集
』

と
第
二
類
本
『
人
麿
集
』
だ
け
が
「
こ
ひ
や
わ
た
ら
む
」
と
な
る
。
第
三
類
本
、

第
四
類
本
末
句
は
と
も
に
「
こ
ひ
や
わ
た
ら
む
」
が
「
こ
ふ
る
こ
の
こ
ろ
」
に

な
り
、
歌
意
に
及
ぶ
異
な
り
と
な
っ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
に
も
こ
の
歌
は
載

る
が
、
作
者
や
本
文
の
相
違
が
多
い
。
㉒
も
『
万
葉
集
』
所
収
歌
だ
が
、
そ
の

二
句
目
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』
の
写
本
で
は
す
べ
て
「
か
り
と
ひ
こ
ゆ
る
」

と
訓
ん
で
い
る
。
そ
し
て
作
者
も
『
新
古
今
集
』
と
相
違
す
る
。『
人
麿
集
』

を
み
る
と
、『
新
古
今
集
』
の
「
か
り
ひ
と
こ
ゆ
る
」
は
第
二
類
本
の
表
現
の

み
と
一
致
す
る
。
第
二
類
本
は
「
か
り
と
ひ
」
を
「
か
り
ひ
と
」
と
転
倒
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、『
新
古
今
集
』
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
末
句
に
お
い
て
、『
万
葉
集
』・『
人
麿
集
』
の
各
写

本
で
す
べ
て
は
「
物
」
が
「
君
」
と
な
る
。

ニ
、
特
定
が
困
難
な
歌

　

出
典
不
明
の
歌
は
一
首
で
あ
る
。
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⑥
秋
さ
れ
ば
お
く
白
露
に
我
が
や
ど
の
あ
さ
ぢ
が
う
は
ば
い
ろ
づ
き
に
け
り

撰
者
注
記
：
ナ
シ 

（
巻
五
・
秋
歌
下
・
四
六
四
）

秋
さ
れ
は
を
く
し
ら
つ
ゆ
に
わ
か
や
と
の
あ
さ
ち
か
う
れ
は
色
つ
き
に
け
り

 

（
第
二
類
本
・
一
〇
四
）

あ
き
さ
れ
ば
お
く
し
ら
つ
ゆ
に
わ
が
や
ど
の
あ
さ
ぢ
が
う
へ
は
い
ろ
づ
き
に

け
り

（
第
一
類
本
（
３

）・
二
七
ウ
〈
＊
二
三
ウ
〉/

第
一
類
本
（
２

）・
一
二
六
）

秋
さ
れ
は
置
し
ら
露
に
我
宿
を　

を
か
の
か
う
れ
は
い
ろ
つ
き
に
け
り

 

（
第
一
類
本
（
１

）・
一
二
七
）

あ
き
な
れ
は
を
く
し
ら
つ
ゆ
に
我
や
ど
の　

あ
さ
ぢ
の
色
は
う
つ
ろ
ひ
に
け

り 

（
第
五
類
本
・
九
）

　
『
新
古
今
集
』
で
こ
の
歌
の
作
者
が
人
麿
と
さ
れ
る
の
は
、『
人
麿
集
』
か
ら

採
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
当
歌
の
四
句
目
は
『
人
麿
集
』

諸
本
と
は
違
っ
て
、『
新
古
今
集
』
独
自
の
「
う
は
ば
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

柳
瀬
本
（
小
島
）
13
（

に
よ
る
と
、
柳
瀬
本
は
「
隠
岐
本
新
古
今
集
」
と
さ
れ
る
）
は

『
万
葉
集
』
の
写
本
の
う
ち
、
類
聚
古
集
、
紀
州
本
と
い
っ
た
次
点
本
の
訓
と

一
致
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
流
布
し
て
い
る
『
新
古
今
集
』
本
文
の
原

拠
は
特
定
で
き
な
い
。

　

以
上
は
、『
万
葉
集
』
で
は
作
者
不
詳
と
さ
れ
る
が
、『
新
古
今
集
』
の
中
で

人
麿
歌
と
し
て
採
録
さ
れ
た
一
四
首
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。『
人
麿
集
』

諸
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
ニ
の
出
典
不
詳
歌
を
除
い
て
、
一
三
首
中
一
〇
首

が
第
二
類
本
の
本
文
と
一
致
す
る
。
残
り
の
三
首
に
つ
い
て
、『
新
古
今
集
』

の
本
文
と
一
致
す
る
『
人
麿
集
』
は
確
認
で
き
な
い
が
、
第
二
類
本
と
の
類
似

性
が
よ
り
大
き
い
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。
こ
こ
で
『
新
古
今
集
』
人
麿
歌
に
お

け
る
第
二
類
本
の
特
殊
性
が
確
認
で
き
る
。

五
、『
万
葉
集
』
に
あ
る
『
新
古
今
集
』
人
麿
歌

　

そ
れ
で
は
、『
万
葉
集
』
も
作
者
を
人
麿
と
す
る
五
首
に
つ
い
て
は
、
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。『
万
葉
集
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
新
編
国
歌
大
観
に
採
用
さ

れ
た
西
本
願
寺
本
を
底
本
と
し
て
、
非
仙
覚
本
系
の
藍
紙
本
、
金
沢
本
、
天
治

本
、
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
、
嘉
暦
伝
承
本
、
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
、
古
葉
略
類

聚
鈔
、
紀
州
本
、
広
瀬
本
を
参
照
す
る
。

⑫
な
ら
の
み
か
ど
を
を
さ
め
た
て
ま
つ
り
け
る
を
み
て

久
方
の
あ
め
に
し
を
る
る
君
ゆ
ゑ
に
月
日
も
し
ら
で
恋
ひ
わ
た
る
ら
ん

撰
者
注
記
：
有 

（
巻
八
・
哀
傷
歌
・
八
四
九
）

高
市
皇
子
尊
城
上
殯
宮
之
時
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
謌
一
首
并
短
謌

短
歌
二
首

久
堅
之　

天
所
知
流　

君
故
尓　

日
月
毛
不
知　

恋
渡
鴨

ひ
さ
か
た
の　

あ
め
し
ら
し
ぬ
る　

き
み
ゆ
ゑ
に　

ひ
つ
き
も
し
ら
ず　

こ

ひ
わ
た

る
か
も

諸
本
に
お
け
る
存
否
：
金
沢
本
、
類
聚
古
集
本
、
古
葉
略
類
聚
鈔
、
広
瀬
本
、

神
宮
文
庫
本
、
紀
州
本
。
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類
聚
古
集
の
前
行
に
「
高
市
皇
子
殯
宮
短
歌
二
首　

人
麿
」
あ
り
。

古
葉
略
類
聚
鈔
の
前
行
に
「
高
市
皇
子
尊
城
上
殯
宮
之
時
柿
本
人
麻
呂
作
哥

一
首
并
短
歌
」
あ
り
。 

（
万
葉
集
・
巻
二
・
二
〇
〇
）

た
け
ち
の
み
か
と
、
し
き
の
か
み
に
か
り
に
を
さ
め
る
へ
る
と
き
の
和
歌

久
か
た
の
あ
め
に
し
ほ
る
ゝ
君
ゆ
へ
に
つ
き
み
も
し
ら
す
恋
わ
た
る
ら
ん

 

（
第
一
類
本
（
１

）・
四
五
）

た
け
ち
の
か
み
を
、
し
き
の
か
み
に
か
り
に
を
さ
め
た
て
ま
つ
る
と
き
の
う

た
ひ
さ
か
た
の
あ
め
に
し
ぐ
る
る
君
ゆ
ゑ
に
月
日
も
し
ら
ず
こ
ひ
わ
た
る
ら
ん

 

（
第
一
類
本
（
２

）・
四
五
）

た
け
ち
の
か
み
を
し
き
に
お
さ
め
た
て
ま
つ
り
け
る
に

ひ
さ
か
た
の
あ
め
に
し
ほ
る
ゝ
き
み
に
よ
り
つ
き
ひ
も
し
ら
す
恋
わ
た
る
か
も

 

（
第
一
類
本
（
３

）・
一
二
オ
〈
＊
四
二
オ
〉）

な
ら
の
御
か
と
を
お
さ
め
た
て
ま
つ
り
け
る
を
み
て

ひ
さ
か
た
の
あ
め
に
し
ほ
る
ゝ
き
み
ゆ
へ
に　

月
日
も
し
ら
す
恋
わ
た
る
か
も

 

（
第
二
類
本
・
二
六
五
）

高
市
皇
子
ヲ
城
上
ニ
オ
サ
メ
タ
テ
マ
ツ
ル
ト
キ
ノ
哥

ヒ
サ
カ
タ
ノ
ア
メ
ニ
シ
ラ
ル
ヽ
君
ユ
ヘ
ニ
ツ
キ
ヒ
モ
シ
ラ
ス
コ
ヒ
ワ
タ
ル
カ
モ

 

（
第
三
類
本
・
六
二
八
）

⑬
題
し
ら
ず　

人
麿

あ
ま
さ
が
る
ひ
な
の
な
が
ぢ
を
こ
ぎ
く
れ
ば
あ
か
し
の
と
よ
り
山
と
し
ま
み
ゆ

撰
者
注
記
：
雅
、
定
、
隆 

（
巻
九
・
離
別
歌
・
八
九
九
）

柿
本
朝
臣
人
麿
羈
旅
歌
八
首

天
離　

夷
之
長
道
従　

恋
来
者　

自
明
門　

倭
嶋
所
見

あ
ま
ざ
か
る　

ひ
な
の
な
が
ち
ゆ　

こ
ひ
く
れ
ば　

あ
か
し
の
と
よ
り　

や

ま
と
し
ま
み
ゆ

諸
本
に
お
け
る
存
否
：
類
聚
古
集
本
、
広
瀬
本
、
神
宮
文
庫
本
、
紀
州
本
。

類
聚
古
集
の
前
行
に
別
筆
「
人
麻
呂
」
あ
り
。

「
コ
ヒ
ク
レ
バ
」：
類
聚
古
集
は
「
こ
き
く
れ
は
」、
紀
州
本
は
「
コ
キ
ク
レ
ハ
」。

「
ヤ
マ
ト
シ
マ
ミ
ユ
」：
類
聚
古
集
は
「
や
ま
と
し
め
み
ゆ
」
墨
に
て
「
め
」

を
消
し
て
右
に
「
ま
」
を
書
い
て
い
る
。 

（
万
葉
集
・
巻
三
・
二
五
五
）

あ
ま
さ
か
る
ひ
な
の
な
か
ち
を
行
み
れ
は
あ
か
し
の
と
よ
り
家
の
あ
た
り
み

ゆ 

（
第
一
類
本
（
１

）・
五
五
）

あ
ま
ざ
か
る
ひ
な
の
な
が
ぢ
を
こ
ぎ
ゆ
け
ば
あ
か
し
の
と
よ
り
い
へ
の
あ
た

り
み
ゆ 

（
第
一
類
本
（
２

）・
五
五
）

あ
ま
さ
か
る
ひ
な
の
な
か
ち
を
こ
ひ
く
れ
は
あ
か
し
の
と
よ
り
家
の
あ
た
り

み
ゆ 

（
第
一
類
本
（
３

）・
一
四
オ
〈
＊
四
四
オ
〉）

あ
ま
さ
か
る
ひ
な
の
な
か
ち
の
こ
き
く
れ
は
あ
か
し
の
と
よ
り
や
ま
と
し
ま

み
ゆ 

（
第
二
類
本
・
二
二
九
）

覊
旅
八
首
内

ア
マ
サ
カ
ル
ヒ
ナ
ノ
ナ
カ
チ
ヲ
コ
キ
ク
レ
ハ
ア
カ
シ
ノ
ト
ヨ
リ
ヤ
マ
ト
シ
マ

ミ
ユ 

（
第
三
類
本
・
六
一
一
）

⑭
題
し
ら
ず　

人
麿

さ
さ
の
は
は
み
や
ま
も
そ
よ
に
み
だ
る
な
り
我
は
い
も
お
も
ふ
別
れ
き
ぬ
れ
ば
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撰
者
注
記
：
雅
、
定 

（
巻
九
・
離
別
歌
・
九
〇
〇
）

柿
本
朝
臣
人
麿
従
石
見
国
別
妻
上
来
時
歌
二
首
并
短
歌

反
歌
二
首

小
竹
之
葉
者　

三
山
毛
清
尓　

乱
友　

吾
者
妹
思　

別
来
礼
婆

さ
さ
の
は
は　

み
や
ま
も
さ
や
に　

さ
や
げ
ど
も　

わ
れ
は
い
も
お
も
ふ　

わ
か
れ
き
ぬ
れ
ば

諸
本
に
お
け
る
存
否
：
金
沢
本
、
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
本
、
古
葉
略
類
聚

鈔
、
広
瀬
本
、
神
宮
文
庫
本
、
紀
州
本
。

類
聚
古
集
の
前
行
に
「
別
妻
人
麿
作
反
哥
集
哥
石
見
海
」
あ
り
。

古
葉
略
類
聚
鈔
の
前
行
に
「
柿
下
朝
臣
人
麿
従
石
見
國
別
妻
上
来
時
短
哥
」

あ
り
。

「
サ
サ
ノ
ハ
ハ
」：
類
訓
の
右
に
朱
「
サ
ノ
ゝ
ハ
ゝ
」
あ
り
。

「
サ
ヤ
ニ
」：
元
「
そ
よ
に
」。
右
に
朱
「
サ
ヤ
或
本
」
あ
り
。

「
ミ
ダ
レ
ド
モ
」：
元
暦
校
本
、
金
沢
本
、
類
聚
古
集
は
「
み
た
る
と
も
」。
古

葉
略
類
聚
鈔
、
紀
州
本
「
ミ
タ
ル
ト
モ
」。 

（
万
葉
集
・
巻
二
・
一
三
三
）

い
は
み
の
ゝ
に
ゝ
め
を
わ
か
れ
て
の
ほ
り
く
る
時
に

さ
ゝ
の
葉
や
み
山
も
そ
よ
に
み
た
る
ら
ん
わ
れ
は
い
も
お
も
ふ
わ
か
れ
き
ぬ

れ
は 

（
第
一
類
本
（
１

）・
三
九
）

石
見
国
に
め
を
お
き
て
の
ぼ
り
て
よ
め
る

さ
さ
の
は
も
み
や
ま
も
そ
よ
に
み
だ
る
ら
ん
わ
れ
は
い
も
思
ふ
お
き
て
き
つ

れ
ば 

（
第
一
類
本
（
２

）・
三
九
）

石
見
の
く
に
に
め
を
を
き
て
の
ぼ
る
と
て
よ
め
る

さ
さ
の
は
に
み
山
も
そ
よ
と
み
だ
る
ら
ん
わ
れ
は
い
も
お
も
ふ
わ
か
れ
き
ぬ

れ
は 

（
第
一
類
本
（
３

）・
一
〇
ウ
）

石
見
国
に
め
を
ゝ
き
て
の
ほ
る
時
の
う
た

さ
ゝ
の
は
は
み
や
ま
も
そ
よ
に
み
た
る
め
り
わ
れ
は
い
も
お
も
ふ
わ
か
れ
き

ぬ
れ
は 

（
第
二
類
本
・
二
一
六
）

イ
ハ
ミ
ノ
ク
ニ
ヨ
リ
メ
ヲ
ワ
カ
レ
テ
ノ
ホ
ル
ト
キ
ニ

サ
ヽ
ノ
ハ
ヽ
ミ
ヤ
マ
モ
サ
ヤ
ニ
ミ
タ
ル
ト
モ　

ワ
レ
ハ
イ
モ
ヲ
モ
ワ
カ
レ
キ

ヌ
レ
ハ 

（
第
三
類
本
・
六
四
九
）

⑲
な
つ
の
ゆ
く
を
し
か
の
つ
の
の
つ
か
の
ま
も
わ
す
れ
ず
お
も
へ
い
も
が
心
を

撰
者
注
記
：
雅 

（
巻
一
五
・
恋
五
・
一
三
七
四
）

柿
本
朝
臣
人
麿
歌
三
首

夏
野
去　

小
壮
鹿
之
角
乃　

束
間
毛　

妹
之
心
乎　

忘
而
念
哉

な
つ
の
ゆ
く　

を
し
か
の
つ
の
の　

つ
か
の
ま
も　

い
も
が
こ
こ
ろ
を　

わ

す
れ
て
お
も
へ
や

諸
本
に
お
け
る
存
否
：
金
沢
本
、
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
本
、
広
瀬
本
、
神

宮
文
庫
本
、
紀
州
本
。

類
聚
古
集
本
の
前
行
に
「
人
麿
」
あ
り
。

「
ヲ
シ
カ
ノ
」：
紀
州
本
「
ヲ
」
の
上
に
「
サ
」
を
削
れ
る
痕
あ
り
。

「
オ
モ
ヘ
ヤ
」：
金
沢
本
「
お
も
ふ
や
」 

（
万
葉
集
・
巻
四
・
五
〇
二
）

夏
野
ゆ
く
を
し
か
の
つ
の
ゝ
つ
か
の
ま
も
わ
す
れ
て
思
へ
妹
か
こ
ゝ
ろ
を

 

（
第
一
類
本
（
１

）・
七
）

夏
野
行
く
を
し
か
の
つ
の
の
つ
か
の
ま
も
忘
れ
ず
思
ふ
い
も
が
こ
こ
ろ
を
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（
第
一
類
本
（
３

）〈
二
ウ
〉/

第
一
類
本
（
２

）・
七
）

夏
野
ゆ
く
を
し
か
の
つ
の
ゝ
つ
か
の
間
も
わ
す
れ
す
お
も
へ
い
も
か
こ
ゝ
ろ

を 

（
第
二
類
本
・
三
四
三
）

ナ
ツ
ノ
ユ
ク
ヲ
シ
カ
ノ
ツ
ノ
ヽ
ツ
カ
ノ
マ
モ　

イ
モ
カ
コ
ヽ
ロ
ヲ
ワ
ス
レ
テ

オ
モ
ヘ
ヤ 

（
第
三
類
本
・
四
四
九
）

㉑
題
し
ら
ず　

人
麿

も
の
の
ふ
の
や
そ
宇
治
川
の
網
代
木
に
い
ざ
よ
ふ
浪
の
ゆ
く
へ
し
ら
ず
も

撰
者
注
記
：
雅
、
定
、
隆
、
有
、
通

 
（
巻
一
七
・
雑
歌
中
・
一
六
五
〇
）

柿
本
朝
臣
人
麿
従
近
江
国
上
来
時
至
宇
治
河
辺
作
歌
一
首

物
乃
部
能　

八
十
氏
河
乃　

阿
白
木
尓　

不
知
代
経
浪
乃　

去
辺
白
不
母

も
の
の
ふ
の　

や
そ
う
ぢ
か
は
の　

あ
じ
ろ
き
に　

い
さ
よ
ふ
な
み
の　

ゆ

く
へ
し
ら
ず
も

諸
本
に
お
け
る
存
否
：
類
聚
古
集
本
、
古
葉
略
類
聚
鈔
、
広
瀬
本
、
神
宮
文

庫
本
、
紀
州
本
。

類　

前
行
に
「
柿
本
朝
臣
人
麿
従
近
江
國
上
来
時
至
宇
治
河
邊
作
哥
」
あ
り

古　

前
行
に
「
柿
本
人
麿
近
江
國
上
来
時
至
宇
治
河
邊
作
哥
」
あ
り

「
イ
サ
ヨ
フ
」：
広
瀬
本
「
不
知
」
の
左
に
朱
「
タ
ゝ
」
あ
り
。

「
ナ
ミ
ノ
」：
類
聚
古
集
本
「
な
み
や
」。
墨
に
て
「
や
」
を
消
し
て
右
に
「
の
」

を
書
い
て
い
る
。

「
ユ
ク
ヘ
」：
広
瀬
本
「
ヨ
ル
へ
」 

　
（
万
葉
集
・
巻
三
・
二
六
四
）

あ
ふ
み
よ
り
の
ほ
り
て
宇
治
河
の
ほ
と
り
に
て

も
の
ゝ
ふ
の
八
十
う
ち
河
の
あ
し
ろ
木
に　

た
ゝ
よ
ふ
浪
の
よ
る
へ
し
ら
す

も 

（
第
一
類
本
（
１

）・
二
一
）

あ
ふ
み
よ
り
の
ぼ
り
て
う
ぢ
が
は
の
ほ
と
り
に
て

も
の
の
ふ
の
や
そ
う
ぢ
河
の
あ
じ
ろ
木
に
い
さ
よ
ふ
波
の
よ
る
べ
し
ら
ず
も

 

（
第
一
類
本
（
２

）・
二
一
）

近
江
よ
り
の
ほ
る
う
ち
か
は
の
ほ
と
り
に
て
よ
め
る

も
の
の
ふ
の
や
そ
う
ち
か
は
の
あ
し
ろ
き
に　

た
ゝ
よ
ふ
な
み
の
よ
る
へ
し

ら
す
も 

（
第
一
類
本
（
３

）（
六
オ
）

も
の
ゝ
ふ
の
八
十
う
ち
川
の
あ
し
ろ
木
に
い
さ
よ
ふ
な
み
の
行
ゑ
し
ら
す
も

 

（
第
二
類
本
・
二
一
四
）

ア
フ
ミ
ヨ
リ
ノ
ホ
ル
ト
テ
宇
治
川
ノ
ホ
ト
リ
ニ
テ
ヨ
メ
ル

モ
ノ
ヽ
フ
ノ
ヤ
ソ
ウ
チ
カ
ハ
ノ
ア
シ
ロ
キ
ニ　

イ
サ
ヨ
フ
ナ
ミ
ノ
ユ
ク
ヱ
シ

ラ
ス
モ 

（
第
三
類
本
・
二
〇
六
）

　

⑫
の
四
句
目
の
「
つ
き
ひ
も
し
ら
で
」
は
『
新
古
今
集
』
独
自
の
表
現
だ
と

見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
詞
書
の
「
な
ら
の
御
か
と
を
お
さ
め
た
て
ま
つ
り
け

る
を
み
て
」
か
ら
、『
新
古
今
集
』
と
第
二
類
本
の
関
係
性
が
見
ら
れ
る
。
⑬

の
『
新
古
今
集
』
本
文
と
一
致
す
る
『
万
葉
集
』
写
本
は
類
聚
古
集
と
紀
州
本

の
二
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
『
人
麿
集
』
の
中
に
、
第
二
類
本
、
第
三
類
本
の
本

文
は
『
新
古
今
集
』
と
一
致
す
る
が
、
第
三
類
本
に
は
『
新
古
今
集
』
の
な
い

題
詞
を
付
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
歌
の
原
拠
は
特
定
で
き
な
い
が
、
第

二
類
本
、『
人
麿
集
』
の
他
に
次
点
本
の
『
万
葉
集
』
の
可
能
性
も
あ
り
得
る
。

⑭
の
本
文
と
一
致
す
る
『
万
葉
集
』
写
本
は
見
ら
れ
な
い
。
特
に
『
万
葉
集
』



889（170）

三
句
目
の
「
ど
も
」
は
逆
接
の
仮
定
条
件
を
示
す
助
詞
で
、「
例
え
何
が
あ
っ

て
も
、
私
は
妹
を
一
筋
に
思
う
」
と
い
う
決
意
を
表
現
し
得
た
。
そ
し
て
傍
線

部
に
示
し
た
よ
う
に
、『
人
麿
集
』
諸
本
の
中
、
二
類
本
と
『
新
古
今
集
』
の

一
致
性
が
よ
り
高
い
。
⑲
は
『
万
葉
集
』
に
本
文
が
一
致
す
る
伝
本
が
見
ら
れ

な
い
。
そ
し
て
各
伝
本
の
『
人
麿
集
』
と
の
相
違
は
少
な
い
が
、
同
じ
本
文
と

な
る
の
は
第
二
類
本
の
み
で
あ
る
。
㉑
の
本
文
は
第
二
類
本
『
人
麿
集
』・
万

葉
写
本
の
類
聚
古
集
、
古
葉
略
類
聚
抄
、
広
瀬
本
と
一
致
す
る
。
即
ち
、『
万

葉
集
』
で
も
人
麿
歌
と
す
る
五
首
も
、
す
べ
て
が
『
万
葉
集
』
諸
本
訓
よ
り
『
人

麿
集
』
第
二
類
本
に
近
似
し
、
⑬
、
⑲
、
㉑
の
三
首
は
第
二
類
本
の
本
文
と
全

く
一
致
す
る
。
残
り
の
⑫
、
⑭
と
一
致
す
る
写
本
は
な
い
が
、『
人
麿
集
』
第

二
類
本
と
の
類
似
性
が
ほ
か
の
写
本
よ
り
高
い
。

ま
と
め

　

今
ま
で
の
研
究
の
多
く
は
第
一
類
本
（
２

）、
第
二
類
本
が
『
新
古
今
集
』

人
麿
歌
の
参
考
資
料
と
し
て
認
め
て
お
り
、
第
一
類
本
（
２

）
を
重
要
視
と
し

て
い
る
。
本
稿
は
、
現
存
『
新
古
今
集
』
人
麿
歌
の
本
文
・『
人
麿
集
』
七
種

の
本
文
・『
新
古
今
集
』
人
麿
歌
を
人
麿
作
と
見
な
す
新
点
本
以
前
の
『
万
葉

集
』
写
本
の
本
文
を
対
照
し
、『
新
古
今
集
』
人
麿
歌
の
供
給
源
と
し
て
、『
人

麿
集
』
第
二
類
本
の
重
要
性
を
確
認
し
た
。

　
『
万
葉
集
』
で
は
人
麿
作
で
は
な
い
歌
一
四
首
に
つ
い
て
は
、『
新
古
今
集
』

編
纂
時
に
は
、
国
名
隠
題
歌
を
増
補
し
た
第
一
類
本
第
二
系
統
・
第
二
類
本
・

第
五
類
本
の
い
ず
れ
か
の
『
人
麿
集
』
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

三
本
を
含
め
て
、
最
も
多
く
（
一
〇
首
）
の
『
新
古
今
集
』
本
文
と
一
致
す
る

の
は
第
二
類
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
残
り
四
首
中
三
首
も
、
第
二
類
本

と
『
新
古
今
集
』
の
本
文
が
近
似
す
る
こ
と
も
指
摘
で
き
た
。
さ
ら
に
、『
万

葉
集
』
で
も
人
麿
作
と
さ
れ
る
五
首
も
、『
新
古
今
集
』
の
本
文
と
比
較
す
る
と
、

五
首
中
三
首
が
『
人
麿
集
』
第
二
類
本
と
一
致
し
、
ほ
か
の
二
首
に
つ
い
て
も
、

『
人
麿
集
』
第
二
類
本
と
の
類
似
性
が
高
い
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。
つ
ま
り
、

『
新
古
今
集
』
人
麿
歌
は
、
第
二
類
本
『
人
麿
集
』
と
の
一
致
性
が
よ
り
高
く
、

『
万
葉
集
』
で
も
人
麿
作
と
さ
れ
る
和
歌
も
含
め
て
、
人
麿
歌
は
ほ
ぼ
す
べ
て

第
二
類
本
か
ら
採
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
新
古
今
集
』
人
麿
歌
の
研
究
に
お
い
て
、
二
類
本
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
撰
者
注
記
か
ら
見
る
と
、
多
く
の
撰
者
が
『
新
古

今
集
』
人
麿
歌
を
選
ん
で
い
る
が
、
最
も
多
く
採
録
し
た
の
は
雅
経
と
定
家
で
、

二
人
と
も
一
四
首
の
歌
を
採
録
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
定
家
独
自
の
採
歌
が
な

い
の
に
対
し
て
、
雅
経
は
二
首
の
歌
を
単
独
で
採
録
し
た
。
幼
時
か
ら
父
の
俊

成
よ
り
歌
学
的
な
教
養
に
恵
ま
れ
た
定
家
が
人
麿
歌
を
多
く
採
録
す
る
こ
と
は

理
解
で
き
る
が
、
雅
経
は
ど
の
よ
う
な
作
歌
経
歴
に
よ
っ
て
人
麿
歌
に
関
心
を

寄
せ
た
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
て
注
目
し
た
い
。

注

（
１

）　

日
本
文
学
ウ
ェ
ブ
図
書
館
・『
人
麿
集
』
解
題

（
２

）　
『
人
麿
集
』
に
増
補
し
た
歌
に
つ
い
て
、
久
曾
神
昇
「
人
麿
集
の
本
文
校
訂
」（
愛
知
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大
学
文
学
論
叢
、
一
九
七
二
、
三
）﹈
は
「
輔
相
の
家
集
と
し
て
は
藤
六
集
が
伝
存
す

る
が
、
こ
の
歌
（『
拾
遺
集
』
三
七
五
番
歌
）
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
藤
六
集
は
、

す
べ
て
物
名
歌
で
あ
り
、
拾
遺
集
所
載
の
輔
相
の
歌
も
、
す
べ
て
物
名
歌
で
あ
る
こ
と

を
思
へ
ば
、
こ
れ
ら
は
輔
相
の
歌
と
推
定
す
べ
き
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
３

）　
『
人
麿
集
』
の
先
行
研
究
に
は
、
次
の
よ
う
な
諸
論
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

後
藤
利
雄
『
人
麿
の
歌
集
と
そ
の
成
立
』（
至
文
堂
、
一
九
六
一
）。

山
崎
節
子
「
人
麿
集
の
成
立
と
拾
遺
集
」（
中
古
文
学
、
一
九
七
九
、
十
）

山
崎
節
子
「
人
麿
集
諸
本
の
成
立
」（
国
語
国
文
、
一
九
八
一
、
八
）

島
田
良
二
『
人
麿
集
全
釈
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
四
）

竹
下
豊
『
私
家
集
大
成
』・『
人
麿
集
』
解
題
（
明
治
書
院
、
一
九
七
三
ー
一
九
七
六
）

橋
本
不
美
男
編　

御
所
本
三
十
六
人
集
解
説
（
新
典
社
、
一
九
七
一
）

竹
下
豊　

素
寂
本
私
家
集
・
西
山
本
私
家
集
解
説
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
、
第
七
二
巻
）

（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
）、
詞
林
采
葉
抄 
人
丸
集
解
説
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
、

第
七
八
巻
）、（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
）

藤
田
洋
治
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
中
古
中
世
篇
・
和
歌
Ⅲ
』、「
人
丸
集
」
解
題

（
４

）　

藤
田
洋
治
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
）

（
５

）　

島
田
良
二
『
平
安
前
期
私
家
集
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
六
八
）

（
６

）　

山
崎
節
子
『
人
麿
集
諸
本
の
成
立
』（
国
語
国
文
、
一
九
八
一
、
八
）

（
７

）　

新
編
国
歌
大
観
巻
一
・『
新
古
今
和
歌
集
』

（
８

）　

久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
注
釈
』（
日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
書
）（
角
川
学

芸
出
版
、
二
〇
一
一
）、
峯
村
文
人
校
注
『
新
古
今
和
歌
集
』、（
新
註
国
文
学
叢
書
）（
大

日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
〇
）
を
参
考
。

（
９

）　

風
巻
景
次
郎
『
新
古
今
時
代
』（
京
都
：
人
文
書
院
、
一
九
三
六
）

（
10
）　

後
藤
利
雄
「
異
種
本
柿
本
集
の
研
究
」（
山
形
大
学
紀
要
：
人
文
科
学
、一
九
五
二
、三
）

（
11
）　

後
藤
利
雄
『
人
麿
の
歌
集
と
そ
の
成
立
』（
至
文
堂
、
一
九
六
一
）

（
12
）　

島
田
良
二
『
平
安
前
期
私
家
集
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
六
八
）

（
13
）　

小
島
吉
雄
（『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
』
新
日
本
図
書
、
一
九
四
四
）


